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は
じ
め
に

＊
＊
＊
渡
辺

【
要
旨
】

日
本
の
医
療
の
特
徴
は
、
公
的
保
険
の
下
で
西
洋
医
学
的
治
療
と
漢
方
治
療
が
並

び
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
漢
方
治

療
の
役
割
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
疾
患
領
域
と
そ
の
治
療
薬
剤

を
挙
げ
て
、
漢
方
治
療
の
特
徴
を
論
じ
た
い
。

高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
っ
て
、
高
齢

者
へ
の
薬
物
治
療
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

が
し
ば
し
ば
論
点
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

米
国
で
は
、
全
人
口
の
1
5
％
未
満
を

占
め
る
に
す
ぎ
な
い
6
5
歳
以
上
の
高
齢

者
が
処
方
薬
の
3

分
の
1

近
く
を
服
川

し
て
お
り
、
高
齢
者
に
は
投
与
が
適
切

賢
治

で
な
い
と
さ
れ
る
薬
剤
を
1

剤
以
上
含

む
処
方
例
が
高
齢
者
処
方
例
の
2
1％
に

達
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る

0
。

我
が
国
で
は
、
2
0
0
6

年
に
6
5
歳
以

上
の
人
口
割
合
は

2
0
.
8％
と
な
っ
て

お
り
、
米
国
と
同
様
か
そ
れ
以
上
に
高

齢
者
に
相
応
し
く
な
い
薬
物
投
与
が
行

わ
れ
て
い
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

漢
方
薬
は
我
が
国
の
健
康
保
険
に
治

療
薬
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
各
種

（
わ
た
な
べ
け
ん
じ
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー

＊
秋
葉
哲
生

（
あ
き
ば
て
つ
お
）

＊
＊
西
村
甲

＊
＊
講
師

贔
齢
者
漢
力
治
燎
の
ポ
イ
ン
ト

＊
客
員
教
授

高
齢
者
薬
物
治
療
の

基
本
的
な
考
え
方

＊
＊
＊
准
教
授

の
高
齢
者
疾
患
に
お
け
る
有
用
性
が
次

第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

近
年
高
齢
者
治
療
薬
と
し
て
の
積
極
的

な
利
点
も
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
報
告

さ
れ
た
漢
方
治
療
の
ク
リ
ニ
カ
ル
エ
ビ

デ
ン
ス
も
含
め
て
、
高
齢
者
漢
方
治
療

の
要
点
を
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

一
般
的
な
薬
物
治
療
は
、
若
年
成
人

を
対
象
と
し
た
臨
床
試
験
の
結
果
や
使

用
経
験
を
基
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
薬
物
代
謝
機
能
や
排
泄
能
の

低
下
し
た
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
そ
れ

（
に
し
む
ら
こ
う
）

だ
け
で
は
不
適
切
な
場
合
が
少
な
く
な

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
題
点
と
し
て
、
加
齢
変
化
に
伴
い

多
病
・
多
愁
訴
と
な
る
こ
と
で
、
そ
れ

に
対
応
し
た
薬
物
が
重
ね
ら
れ
る
結
果
、

多
剤
投
与
に
陥
る
こ
と
で
あ
る
。

6

薬

剤
以
上
の
多
剤
投
与
は
相
互
作
用
の
機

会
が
増
す
た
め
、
投
与
数
に
依
存
し
た

有
害
作
用
が
出
現
す
る
。
高
齢
者
に
お

い
て
は
、
重
篤
で
緊
急
入
院
と
な
る
よ

う
な
有
害
作
用
が
出
現
し
や
す
い
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
患
者
本

人
の
薬
物
管
理
能
力
の
低
ド
が
あ
り
、
、

こ
れ
ら
は
他
の
年
代
の
よ
う
に
息
者
教

育
に
よ
っ
て
改
善
す
る
こ
と
は
期
待
で

き
な
い
。
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表 1, 
方剤名

高齢者の胃腸虚弱症状に用いる漢方薬の選択法（少量から開始する）

投与の目標となる症候
日頃から虚弱で疲れやすく時に下痢などして食欲も
一定しない場合によい

胃腸が弱い傾向があり，時に気分の落ち込み，自発性
の低下を認めるような高齢者に適応する

投与対象の体質

六君子湯 多くの点で虚弱体質の人
・．·

補中益気湯 ］他の点では平均的な体質
体力とみなされる人

表 2 高齢者の常習性便秘に用いる漢方薬の選択法

方剤名 投与対象の体質 投与の目標となる症候

麻子仁丸 , 平均的な体質・体力の人
日頃から便秘傾向があり，時に硬便で兎糞状になる場
合に適用する高齢者便秘の標準薬である

` 
.. 

潤腸湯 平均的な体質・体力の人
身体に乾燥傾向が強く，便は兎糞状で硬く，手足が火
照ったり，寝汗をかいたりする

桂伎加芍薬大黄湯
体質・体力が平均以下で 他の緩下剤で快便が得られず、腹痛を伴うような場合

ある人 に適量を加減して用いる
““ 

腹満傾向があって苦しかったり，腹痛を訴えたりする
本来は虚弱な人向けであ

大建中湯
るが広く適応可能

ような場合に，単独かあるいは他薬と併用して用いる

少量から用い，漸増するとよい
`·~....._...................... 一•貪會ー

便秘や腹部膨満が激しく，急いで便通をつける必要の
大承気湯 比較的体力のある人 ある場合あるいは他の便秘薬で便通がつかない場合

に臨時に用いる
; 

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
薬
物
治
療
の
特

徴
か
ら
、
転
倒
や
失
見
当
な
ど
高
齢
者

に
危
険
を
招
き
や
す
い
薬
物
は
使
用
し

な
い
、
薬
剤
数
は
可
及
的
に
少
な
く
し

相
互
作
用
の
機
会
を
減
少
さ
せ
る
、
処

方
卜
の
薬
剤
数
を
少
な
く
す
る
よ
う
な

上
夫
を
し
た
り
、
処
方
薬
剤
数
が
少
な

く
な
る
よ
う
な
薬
剤
、
例
え
ば
漢
方
方

剤
を
活
用
し
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
が

軍
要
と
な
る
。

漢
方
治
療
の
長
所

田
漢
方
治
療
の
安
全
性
手
掛
り
と
し
て
治
療
柴
が
選
択
さ
れ
る

漢
方
薬
は
複
数
生
薬
か
ら
な
る
一
種
治
療
体
系
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
病

の
約
束
処
方
で
あ
る
。
葛
根
湯
（
カ
ッ
状
に
応
じ
て
適
切
な
治
療
薬
を
選
択
す

コ
ン
ト
ウ
）
を
例
に
と
る
と
、
葛
根
湯
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
患
者
の
QO
L

と
い
う
処
方
に
は
7

種
類
の
生
薬
が
定
を
高
め
る
こ
と
が
原
則
的
に
可
能
で
あ

ま
っ
た
割
合
で
混
合
さ
れ
て
い
る
。

7

る
。
残
念
な
こ
と
に
、
高
齢
者
医
療
は

種
類
の
生
薬
の
そ
れ
ぞ
れ
の
1

日
鼠
は
、
ほ
と
ん
ど
が
治
癒
を
望
め
な
い
疾
病
が

朕
療
用
漢
方
製
剤
の
葛
根
湯
で
は
、
例
対
象
で
あ
る
の
で
、
医
師
は
大
半
の
努

え
ば
秘
根
は
4
g
ま
た
は
8

g
と
定
め
力
を
患
者
の
虻
状
軽
減
に
傾
注
せ
ざ
る

ら
れ
て
い
る
幻
。
を
え
な
い
。
柾
状
や
症
候
に
よ
り
連
用

葛
根
湯
を
構
成
す
る
生
薬
の
う
ち
6

さ
れ
る
漢
方
治
療
は
、
閥
齢
者
区
療
の

種
は
か
つ
て
香
辛
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
現
実
に
適
し
た
側
面
を
有
し
て
い
る
。

l
9
7
6

年
に
朕
療
川
樅
方
製
剤
が
次
第
に
そ
の
薬
効
が
知
ら
れ
て
薬
物
と
①
複
数
薬
効
を
有
す
る
漢
方
薬

大
幅
に
保
険
適
用
さ
れ
て
以
来
、

3
0年
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
拙
淡
方
薬
が
複
数
の
生
薬
を
組
み
合
わ

あ
ま
り
が
経
過
し
た
。
2
0
0
1

年
か
測
さ
れ
る
。
桂
皮
（
シ
ナ
モ
ン
）
、
生
姜
せ
た
構
成
で
あ
る
こ
と
は
、
―
つ
の
製

ら
は
医
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
（
シ
ョ
ウ
ガ
）
、
人
棗
（
ナ
ッ
メ
の
果
肉
）
剤
に
複
数
の
薬
効
を
期
待
し
う
る
こ
と

キ
ュ
ラ
ム
に
も
組
み
込
ま
れ
た
結
果
、
な
ど
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
漢
方
薬
は
．
定
の
症

大
学
で
漢
方
教
育
を
受
け
た
こ
と
の
あ
は
大
建
中
湯
（
ダ
イ
ケ
ン
チ
ュ
ウ
ト
ウ
）
状
、
虻
候
の
組
み
合
わ
さ
っ
た
症
候
群

る
医
師
、
薬
剤
師
が
臨
床
現
場
に
出
て
が
蜀
椒
（
山
椒
の
輿
）
、
乾
姜
（
蒸
し
て
を
治
療
の
対
象
と
す
る
。
例
え
ぱ
、
冷

く
る
よ
う
に
な
り
、
阪
療
川
漢
J
j
製
剤
干
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
）
、
薬
川
人
参
、
麦
芽
え
や
食
欲
低
ド
の
治
療
薬
に
は
、
胃
腸

は
日
本
の
医
療
に
す
っ
か
り
根
を
F

ろ
糖
の
四
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
虚
弱
者
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
想

し
た
感
が
あ
る
。
か
ら
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
に
定
し
て
、
虚
弱
な
胃
腸
機
能
を
補
助
す

従
米
か
ら
の
西
洋
医
学
的
栗
剤
と
我
も
こ
の
よ
う
な
食
材
由
来
の
生
薬
が
少
る
生
薬
の
組
み
合
わ
せ
が
配
剤
さ
れ
て

が
国
の
伝
統
楽
で
あ
る
区
療
用
撲
方
製
な
く
な
い
の
で
、
や
は
り
服
用
し
て
安
い
る
こ
と
が
多
い
。

剤
と
が
、
あ
た
か
も
縦
糸
と
横
糸
の
よ
全
で
あ
る
の
は
漢
方
薬
の
第
一
の
長
所
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
知
れ
ば
、
通
幣

う
に
奥
行
き
の
あ
る
患
者
サ
ー
ピ
ス
を
で
あ
る
。
胃
腸
虚
弱
者
に
用
い
ら
れ
る
消
化
酵
索

提
供
し
て
い
る
の
は
、
諸
外
国
に
も
誇
②
症
状
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
優
れ
た
薬
、
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
薬
、
比

り
う
る
我
が
国
の
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
漢
方
治
療
プ
ロ
ッ
カ
ー
、
消
化
管
運
動
促
進
栗
、

の
長
所
で
あ
る
。
漢
方
治
療
は
、
息
者
の
訴
え
を
主
な
腸
管
内
ガ
ス
低
減
薬
、
乳
酸
菌
製
剤
な

漢
方
医
学
で
は
健
康
状
態
と
疾
病
状

態
と
の
間
に
、
「
気
」
と
い
う
生
命
的
工

ネ
ル
ギ
ー
が
介
在
す
る
と
し
て
診
断
治

療
を
行
う
場
合
が
あ
る
。
気
は
過
剰
で

あ
っ
て
も
不
足
で
あ
っ
て
も
、
と
も
に

病
的
状
態
を
惹
起
す
る
と
さ
れ
る
が
、

六
君
子
湯
は
胃
腸
機
能
（
漢
方
医
学
で

は
牌
胃
と
呼
ぶ
）
を
保
ち
な
が
ら
、
高

齢
者
で
不
足
し
が
ち
な
気
の
レ
ベ
ル
を

高
く
維
持
す
る
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
漢
方
探
学
で
は
、
こ
れ
を
補
気

作
用
と
呼
ぶ
。
補
気
作
川
が
発
揮
さ
れ

る
と
気
分
が
明
る
く
な
り
、
食
欲
の
向

上
の
み
な
ら
ず
積
極
性
が
増
す
な
ど
、

寝
た
き
り
の
高
齢
者
に
広
義
の
抗
う
つ

作
用
を
示
す
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
症

例
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。
後
述
す

る
漢
方
製
剤
に
は
こ
の
六
君
チ
湯
の
構

成
生
薬
の
大
部
分
を
内
容
に
付
す
る
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
本
質
的
に
多
病
、

多
愁
訴
の
高
齢
者
に
適
し
た
製
剤
と
言

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

六
君
子
湯
の
成
分
を
含
み
な
が
ら
、

さ
ら
に
軽
度
の
慢
性
炎
症
や
そ
れ
に
起

因
す
る
精
神
状
態
の
不
安
定
さ
に
配
慮

し
た
内
容
を
有
す
る
の
が
補
中
益
気
湯

（
ホ
チ
ュ
ウ
ェ
ッ
キ
ト
ウ
）
で
あ
る
。
補

中
益
気
湯
も
高
齢
者
治
療
に
汎
用
さ
れ

る
製
剤
の
―
つ
で
あ
り
、
養
生
栗
と
し

ど
も
用
い
な
い
で
す
む
か
減
量
で
き
る

可
能
性
が
生
ま
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

既
存
の
処
方
薬
剤
の
い
く
つ
か
を
1

剤

の
漢
方
薬
で
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
選
択
肢
で
あ
る
。
保
険
診
療

の
ル
ー
ル
で
も
、
複
数
の
生
薬
か
ら
成

り
立
つ
医
療
川
漢
方
製
剤
は
、
1
処
方

が
l

剤
と
し
て
算
定
さ
れ
る
。

西
洋
医
学
が
安
全
か
つ
経
済
的
に
治

療
し
う
る
対
象
疾
患
を
除
外
し
て
み
る

と
、
漢
方
医
学
の
得
意
な
治
療
分
野
に

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
Q
代
表

的
領
域
を
取
り
上
げ
、
具
体
的
な
薬
剤

に
つ
い
て
解
説
す
る
。

（
胃
腸
虚
弱
（
表1
)

高
齢
者
が
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
継
続
的
に
経
口
摂
取
が
保
た
れ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

漢
方
医
学
で
は
、
伝
統
的
に
養
生
薬
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
薬
剤
が
存
在
す
る
。

こ
れ
は
大
病
の
後
遺
症
や
再
発
の
予
防

を
H

的
に
し
て
、
体
力
を
保
ち
健
全
な

食
欲
を
維
持
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る

漢
ガ
薬
の
こ
と
で
、
代
表
的
な
製
剤
と

し
て
六
君
子
湯
（
リ
ッ
ク
ン
シ
ト
ウ
）

が
あ
る
。

て
も
伝
統
的
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

②
常
習
性
便
秘
（
表2
)

身
体
運
動
量
が
減
少
し
た
高
齢
者
は
、

便
秘
な
ど
の
排
泄
障
害
に
悩
ま
さ
れ
る

場
合
が
多
い
。
麻
＋
仁
丸
（
マ
シ
ニ
ン

ガ
ン
）
は
高
齢
者
の
緩
下
栗
と
し
て
標

準
的
な
処
方
で
あ
り
、
広
く
用
い
ら
れ

て
い
る
。
も
し
便
が
兎
糞
状
で
乾
燥
傾

向
か
強
い
便
秘
の
場
合
に
は
、
潤
腸
湯

（
ジ
ュ
ン
チ
ョ
ウ
ト
ウ
）
が
良
い
。
潤

脱
湯
に
は
、
体
液
が
減
少
し
て
乾
燥
傾

向
の
あ
る
高
齢
者
の
消
化
管
運
動
を
刺

激
し
、
粘
膜
を
潤
し
て
便
を
軟
化
さ
せ

る
地
黄
と
い
う
生
党
が
多
く
配
剤
さ
れ

て
い
る
。

前
記
の
よ
う
な
薬
剤
で
良
い
結
果
が

得
ら
れ
な
い
高
齢
者
の
便
秘
に
は
、
桂

枝
加
芍
薬
大
黄
湯
（
ケ
イ
シ
カ
シ
ャ
ク

ヤ
ク
ダ
イ
オ
ウ
ト
ウ
）
が
勧
め
ら
れ
る
。

本
剤
は
緩
ド
剤
に
あ
り
が
ち
な
、
使
う

に
従
っ
て
次
第
に
増
昼
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
と
い
う
印
象
に
乏
し
く
、
排
便
に

際
し
て
腹
痛
な
ど
を
伴
わ
な
い
の
が
特

徴
で
あ
る
。
次
に
述
べ
る
大
建
中
湯
と

併
用
す
る
と
、
さ
ら
に
安
定
し
た
効
果

を
発
揮
す
る
。

大
建
中
湯
は
そ
れ
自
身
に
は
緩
下
作

川
は
乏
し
い
が
、
成
分
の
蜀
椒
が
消
化

管
運
動
を
刺
激
し
て
排
便
し
や
す
く
す

漢
方
治
療
が
得
意
と
す
る

疾
患

65 日本医事新報 No.4403 (2008 年 9 月 13 日）

Presented by Medical*Onl1ne 
日本医事新報

Presented by Medical*Online 
No. 4403 (2008 年9 月 13 日） 64 



学 術

表 4
. 

認知障害の周辺症状に用いる漢方薬の選択法
⇔いり．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．，．い•••一—•“'

方剤名 投与対象の体質 投与の目標となる症候

釣藤散
平均的な体質・体力の人向 認知障害の陰件症状から陽性症状まで幅広く用い

けであるが広く適応可能 る頭痛や多様な眼症状にも有効である
`.、..........--------------------------••一ー .. —•.... 

当帰芍薬散
＇本来は虚弱な人向けであ 認知障害に広く用いられる 甘草を含まないので循
るが広く適応可能 環器科疾患の治療中の例にも投芍可能である

.................... 

怒りの表出とみなされる発揚性の症状に適用される
抑肝散 平均的な体質・~体力の人 本方剤は 1, 2 週間くらいの比較的短期間で有効性が判

明する漢方製剤である
マ·· -.... ··········-········．．．己~•'

會

. 

表 3

学

表5 不眠症状に用いる漢方薬の選択法

投与対象の体質 投与の目標となる症候

q本来はやや虚弱な人向け
寝つきが悪く）眠りが浅い高齢者の不眠の第 1 選択に

であるが広く適応可能
適切である即効性はないので，服用は就寝前に限ら
ない.i.......................—• 
酸棗仁湯で不十分な場合や 日中の元気のなし
伴う場合に選択される通常の睡眠薬とは異なるので

分 2 あるいは分 3 の服用でよい

方剤名

酸棗仁湯

術

帰牌湯 平均的な体質・体力の人

高齢者の冷え症状に用いる漢方薬の選択法
“‘ 

投与対象の体質 「―—•投与の目｀となる症霰―•::— 
手足の冷感が強くシモヤケなどが

できやすい人，冷えると腹痛を起こ

すなど胃腸虚弱のある場合が多い
．．．．～・

冷え症状以外にも白内障易疲労
腰痛膝関節痛神経痛などがある
高齢者に適応する

-••................、-••........-| _... -^  ̂......... -- ｷｷｷｷｷｷ • ｷｷｷｷｷｷ..... 

方剤名

当帰四逆加呉莱英

生姜湯

八味地黄丸

平均的かそれ以下の体質・

体力の人広く適応可能

. 
平均的かそれ以下の体質・

体力の人広く適応可能

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
方
中
の
乾

姜
は
腸
間
膜
動
脈
の
血
流
を
増
加
さ
せ
、

蜀
椒
の
作
用
と
相
侯
っ
て
火
腸
内
容
を

排
泄
し
や
す
く
す
る
。

太
承
気
湯
（
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
キ
ト
ウ
）

は
塩
類
下
剤
で
あ
る
無
水
圧
亡
硝
と
ア
ン

ト
ラ
キ
ノ
ン
類
の
協
ド
成
分
を
含
む
大

黄
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
処
方
で
、
体
内

の
毒
素
を
速
や
か
に
体
外
に
排
泄
す
る

と
い
う
特
徴
を
有
す
る
薬
剤
で
あ
る
。

板
実
、
厚
朴
と
い
う
腹
部
膨
満
に
有
効

な
消
化
管
運
動
薬
な
ど
も
含
ま
れ
て
お

り
、
積
極
的
に
便
を
F

し
て
腹
部
の
苦

痛
を
除
く
と
い
う
日
的
で
適
用
さ
れ
る
。

①
冷
え
症
状
（
表3
)

冷
え
に
よ
る
手
足
の
冷
感
も
高
齢
者

か
ら
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
訴
え
で
あ
る
。

木
梢
循
環
障
害
に
加
え
、
末
梢
神
経
の

伝
樽
障
害
な
ど
が
存
在
す
る
た
め
と
誰

測
さ
れ
る
が
、
漢
方
治
療
が
奏
効
し
や

す
い
領
域
で
あ
り
、
積
極
的
な
治
療
が

望
ま
れ
る
。

当
帰
四
逆
加
呉
菜
英
生
姜
湯
（
ト
ゥ

キ
シ
ギ
ャ
ク
カ
ゴ
シ
ュ
ユ
シ
ョ
ウ
キ
ョ

ウ
ト
ウ
）
は
、
四
肢
末
端
の
冷
え
症
状

に
用
い
ら
れ
て
、
原
方
は
懐
炉
湯
の
別

名
が
あ
る
方
剤
で
あ
る
。
レ
イ
ノ
ー
症

状
や
腰
痛
な
ど
の
改
善
作
用
を
有
す
る

こ
と
も
適
応
の
参
考
に
な
ろ
う
。

八
味
地
黄
丸
（
ハ
チ
ミ
ジ
オ
ウ
ガ
ン
）

は
い
わ
ゆ
る
腎
虚
証
の
薬
と
し
て
の
専

用
薬
と
言
っ
て
過
言
で
な
く
、
足
腰
の

機
能
の
衰
え
た
高
齢
者
に
広
く
適
応
さ

れ
て
い
る
。
白
内
障
、
記
銘
力
障
害
、

お
わ
り
に

腰
痛
、
各
種
関
節
痛
や
神
経
痛
に
加
え

て
冷
え
症
状
に
も
応
用
さ
れ
る
。
単
に

冷
え
症
状
だ
け
で
な
く
、
全
身
状
態
の

改
善
が
期
待
で
き
る
と
い
う
漢
方
薬
の

代
表
的
な
薬
剤
で
あ
る
。

④
認
知
障
害
の
周
辺
症
状
（
表
4
)

平
均
余
命
が
伸
長
す
る
と
と
も
に
増

加
し
た
の
が
裔
齢
者
の
認
知
障
害
で
あ

合
介
護
老
人
保
健
施
設
や
介
設
福
祉

施
設
の
入
所
者
の
ほ
と
ん
ど
が
認
知
障

害
を
有
し
て
い
る
と
言
え
ば
、
そ
の
広

が
り
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

釣
藤
散
（
チ
ョ
ウ
ト
ウ
サ
ン
）
は
認
知

障
害
に
対
す
る
代
表
的
な
漠
方
製
剤
で

あ
る
。
H

本
に
は
ア
ル
ッ
ハ
イ
マ
ー
病

が
欧
米
に
比
し
て
き
わ
め
て
少
な
い
と

さ
れ
て
い
た

1
9
9
0

年
代
に
、
寺
澤

捷
年
・
富
山
医
科
薬
科
大
学
教
授
（
現

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
和
漢
診

療
学
教
授
）
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
プ

ラ
セ
ボ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
試
験
で
有
効
性

を
示
し
、
そ
の
結
果
は
海
外
の
英
文
誌

に
掲
載
さ
れ
た
。

当
帰
芍
薬
散
（
ト
ウ
キ
シ
ャ
ク
ヤ
ク

サ
ン
）
は
、
釣
藤
散
と
並
び
1
9
9
0

年
代
か
ら
認
知
障
害
に
対
し
て
広
く
用

い
ら
れ
て
い
る
漢
方
薬
で
あ
る
。
最
近

の
臨
床
報
告
で
も
長
期
に
わ
た
る
観
察

期
間
を
通
じ
て
、
安
定
的
に
有
効
性
が

い
2

剤
を
紹
介
す
る
。
・
い
ず
れ
も
安
全

で
高
齢
者
に
用
い
や
す
い
横
方
薬
で
あ

る
。酸

棗
仁
湯
（
サ
ン
ソ
ウ
ニ
ン
ト
ウ
）

は
寝
つ
き
が
悪
く
、
眠
り
が
浅
い
、
夢

を
よ
く
見
る
、
健
忘
や
め
ま
い
が
あ
り
、

い
ら
い
ら
し
や
す
い
状
態
に
適
応
と
な

る
。
江
戸
時
代
に
は
、
不
眠
と
逆
の
嗜

眠
状
態
に
用
い
て
奏
効
し
た
と
い
う
記

録
も
残
っ
て
い
る
。
．

帰
肺
湯
（
キ
ヒ
ト
ウ
）
は
、
夜
間
に

不
眠
で
H

中
に
眠
気
が
さ
す
と
い
う
昼

夜
逆
転
の
傾
向
の
あ
る
場
合
に
川
い
ら

れ
る
。
本
剤
の
内
容
の
半
分
は
補
気
剤

な
の
で
、
活
気
・
食
欲
の
堺
進
や
免
疫

カ
の
向
上
も
期
待
で
き
る
。
＇

圃
薬
剤
と
も
に
即
効
性
は
な
い
の
で
、

眠
前
投
与
で
な
く
朝
夕
の
服
用
で
卜
分

で
あ
る
。
漢
方
薬
の
常
と
し
て
、
投
与

斌
を
増
加
さ
せ
れ
ば
効
く
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
少
旦
里
か
ら
開
始
す
る

の
が
良
い
。
睡
眠
が
深
く
な
る
な
ど
の

質
の
変
化
が
あ
れ
ば
有
効
と
判
断
さ
れ

る
。漢

方
治
療
は
、
食
材
と
し
て
川
い
ら

れ
た
ス
パ
イ
ス
に
そ
の
源
流
を
発
す
る

の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ

認
め
ら
れ
て
い
る
。

抑
肝
散
（
ヨ
ク
カ
ン
サ
ン
）
は
、
2
1

世
紀
に
な
っ
て
認
知
障
害
の
あ
る
分
野

に
対
す
る
有
効
性
に
よ
り
注
目
を
浴
び

る
よ
う
に
な
っ
た
漢
方
薬
で
あ
る
。
本

来
は
小
児
科
領
域
の
薬
で
あ
る
が
、
江

戸
時
代
以
来
、
他
の
年
代
の
疾
患
に
も

応
用
さ
れ
て
い
る
。
漢
方
医
学
的
な
肝

と
は
、
情
報
処
理
の
機
能
を
発
揮
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
機
能
系
で
、
怒
り

な
ど
の
激
し
い
情
動
を
司
る
と
さ
れ
て

い
る
。
激
し
い
怒
り
の
表
出
は
肝
の
機

能
充
進
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を

抑
制
す
る
抑
肝
散
が
適
応
と
な
る
の
で

あ
る
。
中
で
も
発
揚
性
の
認
知
障
害
で

の
問
題
行
動
に
有
効
と
す
る
報
告
が
多

、
『

O
.

し

⑤
不
眠
症
状
（
表5
)
.

高
齢
者
は
不
眠
の
訴
え
が
多
い
こ
と

も
臨
床
卜
の
問
題
と
な
る
。
高
齢
患
者

は
、
他
の
年
代
の
よ
う
に
安
易
に
睡
眠

導
入
薬
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

睡
眠
導
人
薬
で
あ
る
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ

ン
系
の
薬
剤
の
通
弊
と
し
て
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
薬
剤
リ
ス
ト
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
高
齢
者
の
逆
行
性
健
忘
や
謂
妄
、

筋
力
低
下
な
ど
に
よ
る
転
倒
な
ど
の
危

険
性
が
増
す
か
ら
で
あ
るU
め
。

こ
こ
で
は
、
高
齢
者
に
適
応
し
や
す

の
特
徴
も
そ
の
限
界
も
経
L
J
投
与
と
い

う
投
与
方
法
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
患
者
が
経
日
摂
取
可
能
な
状
態
で

な
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
投
与
す
る
こ

と
自
体
が
困
難
で
あ
る
Q

同
様
の
伝
統
学
が
存
在
す
る
東
ア
ジ

ア
の
他
の
国
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
漢
方

薬
か
ら
抽
出
し
た
注
射
薬
が
作
ら
れ
て

い
て
、
非
経
口
的
に
投
与
さ
れ
て
い
る
r

し
か
し
そ
れ
は
、
W
世
紀
か
ら
2
0
批
紀

の
初
頭
に
生
薬
の
成
分
を
含
打
し
た
無

数
の
注
射
薬
が
西
汗
医
学
の
世
界
に
存

在
し
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
消
え
て

い
っ
た
こ
と
を
我
々
に
思
い
起
こ
さ
せ

る
だ
け
で
あ
る
。

経
口
摂
取
が
可
能
な
状
態
で
あ
る
時

だ
け
治
療
薬
剤
と
な
り
う
る
漢
J
j
薬
は
、

現
代
の
高
齢
者
医
療
の
あ
り
方
を
良
く

も
悪
く
も
照
ら
し
川
す
一
条
の
光
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
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